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寄
贈
雑
誌

も
月
虹
　
哲
學
雑
誌
、
丁
酉
倫
理
講
演
集
、
逆
乱
學
徒
、
哲
學
改
造
、
學

　
校
教
育
、
信
濃
敏
育
、
金
難
會
報
、
生
理
學
研
究
、
奈
良
縣
敏
育
、

　
基
督
教
研
究
、
顯
眞
、
願
慧
、
國
維
　
宍
勾
配
　
職
業
指
導

彙

報

理
想
脱
に
於
て
左
の
如
き
哲
學
的
懸
賞
論
文
が
募
集
さ
る
・
事
と
な
つ

六
Q

｝
〇
六

論
　
　
　
題
　
　
「
漸
時
代
の
生
干
」

審
　
査
　
凝
　
　
桑
　
木
　
嚴
　
嚢
氏

　
　
　
　
　
　
田
　
擾
　
　
元
氏

◇
募
集
規
定

金
子
馬
治
氏

高
　
橋
　
塁
　
美
氏

◇
一
般
知
識
階
級
た
標
準
と
し
蝕
り
に
難
解
な
ら
ざ
る
も
の
Q

◇
魏
案
ま
穴
ほ
紹
介
的
な
る
も
の
で
な
く
、
な
ろ
べ
く
猫
創
的
に
し
て

　
か
つ
絶
代
意
識
た
高
揚
す
る
も
の
。

◇
癒
募
．
貰
格
に
制
限
な
し
O

◇
論
丈
に
既
往
に
濃
表
ぜ
ざ
う
も
の
。
国
用
論
文
に
他
に
驚
…
表
す
る
為

　
得
す
Q

◇
入
選
潜
に
一
人
た
決
定
し
、
賞
金
百
圓
な
婚
星
す
。
そ
の
他
に
選
外

　
佳
作
と
し
て
誌
上
に
嚢
表
す
ろ
論
文
の
あ
ろ
場
合
に
に
灘
謝
五
拾
劉

　
た
茎
す
。

◇
入
選
論
文
ぱ
上
詑
の
諸
氏
と
編
韓
郡
と
に
依
り
審
査
決
定
す
。

◇
論
文
の
分
量
ほ
四
百
字
詰
原
稿
紙
四
十
枚
以
上
五
十
枚
迄
。

◇
締
切
　
月
十
五
日
（
痴
愚
日
）
限
Q
療
稿
に
理
想
融
編
斬
郡
宛
に
途
ら

　
れ
塾
し
Q
（
封
筒
に
「
灘
募
原
稿
し
と
朱
書
す
ろ
こ
と
）

◇
審
食
結
果
並
に
入
賞
諭
文
ば
『
理
想
』
昭
利
九
年
一
月
號
に
獲
表
す
。

◇
権
名
の
論
文
ぽ
撮
ら
す
O
佳
所
姓
名
ぽ
明
記
さ
れ
乳
し
O

◇
療
稿
の
文
字
は
朋
瞭
な
る
こ
と
。

◇
原
稿
返
逡
の
諦
望
巻
ば
書
留
郵
逡
料
と
し
て
郵
雰
拾
六
饅
為
逡
ら
れ

　
難
し
。

◇
募
集
規
定
の
御
照
會
に
ほ
一
切
慮
欝
せ
す
o


